














クラウドファンディング終了から約8ヶ月。今日
までに、25室の支援付住居を確保し、20人の
方をお受入れすることができました。
各地のパートナー団体とも連携させていただ
き、これだけスピーディーに支援事業を進め
ることができたのは、皆さまからお預かりし
たご寄付のおかげです。

世界中の誰もが当事者となったコロナ禍では、
ご自身も様々なご不便やご苦労があったこと
と思います。その中で「困っている誰か」へと
心を寄せてくださいましたこと、抱樸関係者
一同、本当に励まされました。改めて、心から
感謝申し上げます。

御礼のメッセージ

1988年12月、私達は路上に生きる人々を
訪ね夜の町を歩き始めました。数名のボラ
ンティアがおにぎりを携え路上の人々を訪
ねます。「何ができるのか」、「何をすべき
なのか」、手探りの活動が始まりました。
訪ね歩き、傍らに座りひたすら耳を傾けま
した。一言も漏らさないようにメモを取り
続けました。なすべきことは、その中にあり
ました。時には「来るな」と叱られることも
ありましたが、「その時」が来るのを信じて
待ちました。

2000年、私達はＮＰＯ法人となりました。
その日、「一日も早い解散を目指します」と
宣言しました。こんな活動が必要ない社会
を創ることを目標にしたのです。私達が掲げ
たミッション（使命）は、「ひとりの路上死も
出さない」「ひとりでも多く､一日でも早く､
路上からの脱出を」「ホームレスを生まない
社会を創造する」でした。

孤立が広がる時代において「ひとりにしな
い」こと、「断らない」こと、そして「つなが
り続ける」ことが私達の基本姿勢となりま
した。制度の枠に縛られることなく「ひとり
との出会い」から必要な仕組みを作りまし
た。そのような「制度に因らない活動」は、

「人を属性で見ない」と言う在り方を生み
ました。そもそも「ホームレスと言う人」は
いません。例えば山田さん、田中さんとい
う名前のある個人との出会いからすべてが
始まり、私達は「出会った責任」を考え続け
ました。活動は自立支援に留まらず、「出会
いから看取りまで」、「人生そのものに伴走
する」というスタイルとなりました。

活動開始から25年を経ての2014年、私達
は名称を「抱樸（ほうぼく）」としました。
山から切り出された原木・荒木（樸）をその
まま抱き止めることを意味するこの名称は、
「自己責任」など、「断る理由」が横行する
日本社会に対する「対抗文化」を意味しま
す。すでに、日本の貧困と格差は常態化し
ています。私達は、「解散できない」ことを
悟り、「解散しない」ことを決意しました。

私達が目指すのは「抱樸する社会」です。「
断る理由を断念した社会」です。路上生活
者の支援から始まった活動は、困窮し傷つ
いた家族、泣くことさえできない子どもた
ち、さらに孤立する人々、仕事を失った人、
生きづらさを抱える人々、罪を犯した人々、
障害のある人、高齢の方々、住宅確保困難
者支援に広がりました。現在実施している

事業は27となりました。すべては「出会った
責任」を果たすためでした。

私達が目指すのは「伴走型支援」です。従
来の問題解決型の支援に加え、たとえ解
決できなくても「つながり続ける」ことを
大事にします。「伴走」が社会の前提とな
ることで、私達は「助けて」と言うことが
出来ます。抱樸が目指すのは「助けてと言
える社会」です。

どうか、この活動にご支援いただきたいと
思います。
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認定NPO法人 抱樸

入居者の声

パートナー団体⑩

支 援 付 き 住 宅  北 九 州 の 状 況

住宅確保数

25室

入居可能数

25室

支援者数

20名

北九州では、2018年3月より、小倉北
区にてサブリースによる生活支援付き
住宅を開始していました。
当初予定した46室が満室に近づいて
いた4月にコロナ緊急支援として、ク
ラウドファンディングを開始、その事
業に対する村上財団からの先行寄付
を基に、追加で25室を準備し、7月よ
り受け入れを開始しました。
コロナの影響等により、仕事や住居を
失い、あるいは転居せざるを得なくな
った方たちを中心に、2月末までに20
名の方が利用されました。(うち3名は
次に行き先が決まり、現入居者は17
名)。10代から70代まで、様々な年代
の方が入居されています。

ある男性は、やっと就職した先（タク
シー会社）で仕事を始めたとたんコ
ロナで減収になり、保証会社の審査
が通らない状態に。支援付き住宅が
なければ、ホームレスになるしかない
ところまで追い詰められていました。
また、親族と同居していたシングルマ
ザー（子どもは1歳）は、働いていた親
族の収入がコロナで激減、しかし収入
ゼロではないので生活保護も受けら
れず、子ども家庭相談室へ相談の結果
「世帯分離」して、母子だけ生活保護
を申請し、抱樸の支援付き住宅で生
活をリスタートさせられたらベスト、
ということになりました。
家族と離れて一人で子育てするのは厳

しく辛いことですが、支援付き住宅管
理人と抱樸スタッフが、支援を行うこ
とで、アルバイト就労、保育所通園を
果たし、4月からは通信制の高校への
進学を予定しています。
多くの方が、落ち着いて暮らすことの
喜びを感じられています。もちろん、
今後、良いことだけでなく、新たな課
題も出てくるかもしれませんが、日常
的な見守りと生活、就労などの支援
を行いながら、入居者の方に伴走し
ていきます。

経過報告

支援付き住宅に入ってからは良いことばかり
です。まさか、こんなふうになれるとは思って
いませんでした。ここに入る前はきついことば
かりでした。子どもを抱え、住所もない状態に
なっていました。今までは、どうせ誰かに話し

ても、聞いてはくれても何もしてもらえなかっ
たが、今はサポートしてもらえます。お金を計
画的に使えるようサポートしてもらえたり、役
所や手続き等わからないことは一緒にしても
らえます。まさか今から高校に行けるようにな

るなんて…夢のまた夢だったこと。いつでも相
談できて本当にありがたいです。 

団体の活動紹介

コロナ影響で相談支援件数は前年4倍の月も。
工藤會本部跡地をこども若者を含む全世代を対象とした
地域共生社会の拠点として再生させるプロジェクト。

出会いから看取りまで人生を伴走する。
互助会葬。

雪の中での炊出し（Twitterより）。12月から2月は毎
週、3月からは隔週金曜日に、お弁当や衣類、薬など配
っています。

自立された方々もボランティアで地域清掃
活動に参加。

抱樸YouTube

活動の詳細はこちら

抱樸ウェブサイト

理事長 奥田 知志
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